
住宅に屎尿浄化槽を設置する場合の処理対象人員算定基準の

ただし書適用基準

岡 山 市

住宅に屎尿浄化槽を設置する場合の処理対象人員算定について 『建築物の用途別によ、

る屎尿浄化槽の処理対象人員算定基準(JIS A 3302 』のただし書を適用する場合は、次）

のとおりとする。

１．対象住宅

JIS A 3302 表の類似用途別番号２（イ）の住宅（賃貸・建売住宅を除く）

２．使用水量実績による処理対象人員の算定方法

設置場所に既存住宅があり、かつ従前及び従後の居住人員（増加予定人員含む）が５人

以下の世帯で、申請に係る住宅の水道使用量その他の資料から、従後の水道使用量が従前

と同等以下であると予測可能な場合（既に浄化槽が設置されている場合にあっては使用状

況が良好なものに限る ）であって、JIS A 3302の表によって算定された処理対象人員が。

明らかに実情に添わないものと判断されるときは、

・従後の予測水道使用量が１０００㍑／戸・日以内であるときは処理対象人員を５人

とすることができる。

・従後の予測水道使用量が１０００㍑／戸・日を超えるときは処理対象人員を７人と

する。

なお、延べ面積が従前より５０％以上増加する建替え・増築、井戸水を使用している場

合等、このただし書適用基準によることが適切でないと判断されるときはこの算定方法は

適用しない。

３．ＪＩＳ Ａ ３３０２ の延べ面積の算定方法

特殊な間取りの住宅について、建物に附属する規模の大きい物置（倉庫・納屋等で外部

からの利用可能なもの、特殊物品の収納庫等 ・ピロティ等、特殊な非居住部分について）

は、車庫同様に延べ面積の算定から除外することができる。

４．手続き方法

上記２ によるただし書の適用にあたっては、別紙様式第１号「住宅の屎尿浄化槽処理

（ ）」 「 」対象人員算定基準のただし書適用願い 関係書類を含む 及び別紙様式第２号 誓約書

を確認申請書又は浄化槽設置届出書に添付する。

５．施行期日

平成１４年１０月１日から施行する。



〔 浄 化 槽 人 員 算 定 た だ し 書 適 用 フ ロ ー 〕

（ スタート ）

ＮＯ
賃貸・建売以外の専用住宅である。

ＹＥＳ

延べ面積が１３０㎡を超えている。

ＮＯ

＊ただし書き適用基準３の適用 ： 特殊な非居住部分を延

べ面積の算定から除外できる。

ＹＥＳ

浄化槽設置場所に既存住宅がある。

＊【新築】＝ＮＯ
＊【建替え・増築・移転等】

建替え・増築の場合、延べ面積が従前より 未満の増加である。５０％

＊【浄化槽のみの設置】

ＹＥＳ

ＮＯ
井戸水を使用していない。

ＹＥＳ

・ ＮＯ従前の居住人員が５人以下である。 (「住民票の写し」添付）

従後の居住予定人員も５人以下である。・

ＹＥＳ

従後の予測水道使用量が ㍑／戸・日以内である。1000

＊最近１年間の水道使用量を明らかにする資料｛「納入証明

書」（水道局発行）又は、「ご使用水量・料金のお知らせ」｝

添付 ＮＯ

＊従前が汲み取り便所の場合：

年間最大水道使用量実績値×２００／１５０倍にて算定

＊既に浄化槽が設置されている場合には、その維持管理状況

が良好であるもの。

（「維持管理証明書」及び「浄化槽検査結果書」添付）

ＹＥＳ

ＪＩＳ Ａ ３３０２５人槽とすることができる。

算定式 により

算定する。
＊水道使用量実績に基づく ただし書適用基準２の適用

＊「ただし書適用願い」、「誓約書」及び上記関係書類添付



住宅に屎尿浄化槽を設置する場合の処理対象人員算定基準のただし書を

適用する場合の添付書類について（確認申請提出の場合）

建築指導課

上記の場合、一般の浄化槽添付書類に加えて下記の書類を添付すること。

添 付 書 類 確認申請用 保健所用 合 計

（建築主事） （岡山市長）

住宅の屎尿浄化槽処理対象人員

算定基準のただし書適用願い ２ １ ３

［様式第１号］ （原本・写） （写：確認正・副） （原 本）

誓 約 書 （原本・写） ２ １ ３

［様式第２号］ （写：確認正・副） （原 本）

住民票の写し（世帯全員のもの） － １ １

（原本） （原 本）

最近１年間の水道使用量を明らかに

する資料（水道局発行：納入証明書 ２ １ ３

又は「ご使用水量・料金のお知ら （写：確認正・副） （証明書：原本）

せ」） （原本・写） 又は

（お知らせ：写）

★既に屎尿浄化槽が設置されてい

る場合に下記書類を追加添付

＊維持管理証明書 （写） ２ １ ３

（写：確認正・副） （写）

＊浄化槽検査結果書 （写） ２ ３1

（写：確認正・副） （写）


